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(54)【発明の名称】 電子回路およびそれを用いた液晶表示装置

(57)【要約】
【課題】  ＤＡコンバータのオフセットばらつきがあっ
ても、これを補正することが可能であり、全ＤＡコンバ
ータの特性を同一にする。さらに、これにより液晶表示
装置を駆動し、全体にばらつきのない均一な表示を行わ
せる。
【解決手段】  ＤＡコンバータ１は水平方向に複数配さ
れ、各々にデジタル信号を記憶するラッチ回路２、オフ
セット補正データを記憶するメモリ回路３、前記デジタ
ル信号に前記オフセット補正データを加算する加算回路
４を有している。また、左端の回路は、各ＤＡコンバー
タ１のオフセット量を測定し、オフセット量をデジタル
データに変換する回路であり、ラッチ回路２とＤＡコン
バータ１と水平方向に配されたＤＡコンバータ１のアナ
ログ出力と前記オフセット量測定回路中のＤＡコンバー
タのアナログ出力を比較する比較器５の出力によってデ
ジタルのオフセット補正データを発生するエンコーダ回
路６から成っている。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  複数の第１ＤＡコンバータを含み、
前記第１ＤＡコンバータの各々は、オフセット量を補正
するためのデジタルデータを記憶するオフセット記憶手
段と、
前記デジタルの入力信号に対し前記オフセット量を補正
するためのデジタルデータを加算又は減算する演算手段
とを有することを特徴とする電子回路。
【請求項２】  前記オフセット量を補正するためのＡＤ
コンバータを少なくとも１つ有し、
前記ＡＤコンバータの出力を前記オフセット記憶手段に
記憶することを特徴とする請求項１記載の電子回路。
【請求項３】  複数の第１ＤＡコンバータを含む電子回
路であって、
前記第１ＤＡコンバータの各々は、オフセット量を補正
するためのデジタルデータを記憶するオフセット記憶手
段と、前記デジタルの入力信号に対し前記オフセット量
を補正するためのデジタルデータを加算又は減算する演
算手段と、
前記オフセット量を補正するための少なくとも１つのＡ
Ｄコンバータとを備え、
前記ＡＤコンバータは更に、
１つの第２ＤＡコンバータと、
デジタル信号の上位ビットから順に信号を転送するシフ
トレジスタと、
デジタル入力信号とシフトレジスタの出力信号を加算す
る加算手段と、
前記加算されたデジタル信号を前記第２ＤＡコンバータ
によってアナログ信号に変換し、前記第１ＤＡコンバー
タのアナログ出力と、前記第２ＤＡコンバータのアナロ
グ出力とを比較する手段と、
前記比較手段の出力によってデジタルオフセット補正信
号を発生するエンコーダ手段とを備え、
前記ＡＤコンバータの出力を前記オフセット記憶手段に
記憶することを特徴とする電子回路。
【請求項４】  前記第１ＤＡコンバータは外部から入力
されるデジタル信号のビット数ｎよりも少なくとも２ビ
ット多いビット数ｍの入力が可能であり、ＤＡコンバー
タの下位Ｌビット（Ｌ＞＝１）にはｋビットのオフセッ
ト補正データの下位Ｌビットを入力し、上位（ｍ－Ｌ）
ビットにはｎビットのデジタル入力信号とオフセット補
正信号の上位（ｋ－Ｌ）ビットの信号を加算したデジタ
ル信号を入力することを特徴とした請求項１、３のいず
れか一つに記載された電子回路。
【請求項５】  前記第１ＤＡコンバータは、複数の連続
したレベルの基準電圧発生回路を有し、ｎビットのデジ
タル入力信号のうち上位ｊビットの信号によって前記連
続した基準電圧のうちｉ番目と（ｉ＋２）番目の２つを
選択し、下位ｎ－ｊビットの信号によって前記２つの基
準電圧レベルの間をさらに分割することを特徴とする請
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求項１、３のいずれか一つに記載された電子回路。
【請求項６】  複数の走査線と複数の信号線を有し、前
記複数の走査線と前記複数の信号線の交点にスイッチを
介して接続された画素電極を形成したアクティブマトリ
クス回路基板と、対向基板との間に液晶を挟持してなる
液晶表示装置において、前記複数の信号線に映像信号を
供給する手段が請求項１乃至５のいずれか一つに記載さ
れた電子回路であることを特徴とする液晶表示装置。
【請求項７】  前記アクティブマトリクス回路と、前記
信号線に映像信号を供給する電子回路は、同一基板上に
形成されていることを特徴とする請求項６記載の液晶表
示装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、複数のＤＡコンバ
ータからなる電子回路及びそれを用いた液晶表示装置に
関し、特に、ＤＡコンバータは各々にオフセット量を補
正するためのデジタルデータを記憶する手段を有し、デ
ジタルの入力信号に対し前記オフセット量を補正するた
めのデジタルデータを加算又は減算する手段を有するＤ
Ａコンバータからなる電子回路及びそれを用いた液晶表
示装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】従来、複数のＤＡコンバータを使用した
回路としては、図７に示したようにデータラッチ回路と
ＤＡコンバータのみで構成されている。このような回路
を液晶表示装置に応用した場合、図８に示すようにな
る。図においては複数の垂直信号線に映像信号を転送す
る手段として、複数のＤＡコンバータを用いている。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】しかし、上記した従来
技術には以下に述べる問題点があった。すなわち、各々
のＤＡコンバータは少なからず特性にばらつきがあり、
特に出力段のアナログバッファ回路にＣＭＯＳ構成のア
ンプを用いた場合、ＤＣオフセットが各アンプ毎に大き
く異なってしまう。ある垂直信号線には必ず１つのＤＡ
コンバータから信号が書込まれるため、ＤＡコンバータ
の特性ばらつきがそのまま画像表示のばらつきとして視
認され、より具体的には、ＤＡコンバータのブロック毎
に縦の帯状のパターンが視認され、表示品位を低下させ
るという問題点があった。
【０００４】そこで、本発明は、ＤＡコンバータのオフ
セットばらつきがあっても、これを補正することが可能
であり、全ＤＡコンバータの特性を同一にすることが可
能な回路を提供することを課題としている。さらに、本
発明は、これを液晶表示装置に応用することにより、全
体にばらつきのない均一な表示特性の液晶表示装置を実
現することを課題としている。
【０００５】
【課題を解決するための手段】上記の課題を解決するた
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めの本発明の電子回路は、複数の第１ＤＡコンバータを
含み、前記第１ＤＡコンバータの各々は、オフセット量
を補正するためのデジタルデータを記憶するオフセット
記憶手段と、前記デジタルの入力信号に対し前記オフセ
ット量を補正するためのデジタルデータを加算又は減算
する演算手段とを有する。
【０００６】
【発明の実施の形態】以下、図面を参照して、本発明の
実施の形態について説明する。
【０００７】図１は本発明の電子回路のブロック図であ
る。図においてＤＡコンバータ１は図の水平方向に複数
配されており、各々にデジタル信号を記憶するラッチ回
路２、オフセット補正データを記憶するメモリ回路３、
前記デジタル信号に前記オフセット補正データを加算す
る加算回路４を有している。また、図の左端に示す回路
は、各ＤＡコンバータのオフセット量を測定し、前記オ
フセット量をデジタルデータに変換する回路であり、デ
ジタル信号を記憶するラッチ回路２とデジタルデータを
アナログ信号に変換するＤＡコンバータ１と水平方向に
配されたＤＡコンバータ１のアナログ出力と前記オフセ
ット量測定回路中のＤＡコンバータのアナログ出力を比
較する比較器５の出力によってデジタルのオフセット補
正データを発生するエンコーダ回路６から成っている。
【０００８】次に、本発明回路の動作について説明す
る。まず各データラッチ回路に同レベルのデジタルデー
タを転送する。このとき各オフセット補正データを記憶
するメモリ回路は所定のレベルにリセットする。各ＤＡ
コンバータには同一レベルのデジタル信号が転送される
が、各ＤＡコンバータのアナログ出力は、各々のＤＡコ
ンバータに固有のオフセット量が上乗せされているた
め、各々のアナログ出力値が異なっている。ここで各Ｄ
Ａコンバータの出力に接続されたスイッチを順次オンし
ていく。そして各々のＤＡコンバータのアナログ出力は
オフセット補正データ発生ＡＤコンバータ回路内のＤＡ
コンバータのアナログ出力と比較され、各ＤＡコンバー
タのアナログ出力の、オフセット補正ＡＤコンバータ内
のＤＡコンバータのアナログ出力に対するオフセット量
が測定され、このオフセット量はエンコーダ回路によっ
てデジタルデータとして出力され、各々のＤＡコンバー
タ毎に配されたメモリ回路に順次書込まれる。
【０００９】以上の動作により各ＤＡコンバータ毎に配
されたオフセット補正用メモリ回路に各ＤＡコンバータ
毎のオフセット量に対応するデータが記憶された状態と
なり、全ＤＡコンバータはこれ以降同等の特性を得られ
るようになる。
【００１０】図２は本発明の電子回路を液晶表示装置に
応用した実施形態を示したブロック図である。図におい
て、ＤＡコンバータのアナログ出力は信号転送スイッチ
を介して垂直信号線に転送される。画素部は画素トラン
ジスタ、付加容量、液晶からなり、垂直シフトレジスタ

4
の出力によって順次走査線が選択され、該画素トランジ
スタがオン状態となり、画素電極に信号が書込まれる。
先に述べたオフセット補正のための動作は電源投入時に
行えばよく、さらに望ましくは１フィールド毎のブラン
キング期間に行えばよい。
【００１１】以上により、ＤＡコンバータの特性ばらつ
きがあってもそれぞれに関して補正されているので、全
体として均一な表示が得られる。
【００１２】図３、図４、図５は本発明の電子回路のＤ
Ａコンバータのブロック図である。図においては、デジ
タル入力信号が８ビットであり、上位３ビットと下位５
ビットを分離してＤＡ変換を行う例を示している。本実
施形態ではオフセット補正はデジタル入力信号の（１／
２）ＬＳＢまで可能である。
【００１３】図４の回路で直列の抵抗分割とバッファ回
路によって１０ヶの基準電圧を発生させる。
【００１４】そして図５の回路において、デジタル信号
の上位３ビットをデコードして前記１０ヶの基準電圧源
のうち１つ間をおいた２ヶを選択する。
【００１５】次にデジタル入力信号の下位５ビットと、
５ビットのオフセット補正信号のうち上位４ビットとを
加算し６ビットのデータを発生させる。先に選択された
２ヶの基準電圧は図示の７ビットＤＡ変換器に入力さ
れ、この２ヶの基準電圧のレンジ内をＤＡ変換する。こ
こでは前記デジタル入力信号の下位５ビットとオフセッ
ト補正デジタル信号の上位４ビットを加算した結果であ
る６ビットのデータを、前記７ビットＤＡコンバータの
上位６ビットに入力し、前記オフセット補正信号の最下
位１ビットを前記７ビットＤＡコンバータの最下位１ビ
ットに入力する。以上によりオフセット補正はデジタル
入力信号の１／２ＬＳＢの精度で可能であり、補正レン
ジとしては入力デジタル信号の１５ＬＳＢまで可能とな
る。
【００１６】図６は本発明の電子回路のＡＤコンバータ
回路のブロック図である。本実施形態ではシフトレジス
タ回路の出力を最上位ビットから順次入力し、このデー
タとデジタル入力データを加算したデータをＤＡ変換
し、このアナログ出力を不図示のＤＡコンバータのアナ
ログ出力と逐次比較する。この動作をＤＡコンバータの
最下位ビットまで繰り返すことにより、デジタルの補正
データが確定する。この結果をエンコーダ回路によって
エンコードし、各々のＤＡコンバータ毎のメモリに記憶
する。
【００１７】以上、本発明の本実施形態について説明し
たが、本発明は液晶表示装置への適用に限らず、音声処
理用回路、画像処理回路等に適用してもよい。
【００１８】
【発明の効果】以上説明した本発明によれば、ＤＡコン
バータのオフセット量にばらつきがあっても各々に関し
て固有の補正が可能であるため、全てのＤＡコンバータ
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は結果的に同一の特性が得られ、このような回路を液晶
表示装置に応用した場合、全体にわたって均一な表示が
得られる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明に係る電子回路の実施形態を示した回路
ブロック図である。
【図２】本発明に係る液晶表示装置の実施形態を示した
ブロック図である。
【図３】本発明に係るＤＡコンバータを示した回路ブロ
ック図である。
【図４】本発明に係るＤＡコンバータを示した回路ブロ
ック図である。
【図５】本発明に係るＤＡコンバータを示した回路ブロ
ック図である。 *
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*【図６】本発明に係るＡＤコンバータ回路部の実施形態
を示した回路図である。
【図７】従来技術のＤＡコンバータを用いた回路を示し
たブロック図である。
【図８】従来技術の回路を液晶表示装置に応用した場合
を示したブロック図である。
【符号の説明】
１  ＤＡコンバータ
２  ラッチ回路
３  メモリ回路
４  加算回路
５  比較器
６  エンコーダ回路

【図１】 【図４】

【図７】
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电路6通过比较器5的输出生成数字偏移校正数据，该比较器5比较偏移量
测量电路中的DA转换器的模拟输出。
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